●●小学校防災授業　学習指導案
　　　月　　日（　　）００：００〜００：００
　　　　　　　　　　　場所［　●●小学校　］　授業者名［　　　　　　］　　　　　　
１．授業テーマ
	家族とみんなで考える防災～東日本大震災が教えてくれたこと～


２．学習者
	●●小学校　●年生　２クラス　75名


３．教材
	東京都教育庁製作映像教材「助け合う防災教育～学校・家庭・地域のつながりをつくる～」（別添）
うさぎ一家のぼうさいグッズえらびセット、起震車ほか消防署の協力による


４．指導
	本学習は講話と演習、体験を組み合わせて行う。災害ボランティア経験者が東日本大震災の教訓から家族と話し合うことの大切さを、消防士が平時の防災、仕事について指導する。また、起震車による安全行動訓練で、地震から身を守る方法を身に付ける。


５．学習目標
	・平時の備えについて正しい知識を身に付け、家族とともに考えることの大切さが理解できる。
・地震発生時に正しい安全行動をとることができる。


６．指導過程（1組用、2組は講話と体験を入替、移動時間5分計算）
	時配
	学習内容と活動
	○支援　●留意点　★評価

	0-2m
講義
	導入・関心
・自分に引き寄せて考えられるよう、うさぎ一家の例を挙げながら学習目標を提示する
	○生徒が関心を持てるよう身近な話題を導入に取り入れる
●学習目標を正しく理解させる

	2m-20m
　講話
	展開・思考（講話）
・家族、地域のつながりや平時の訓練の大切さ

　を説明する（災害ボランティア）
・防災対策、職業について説明する(消防)
	○ホワイトボードに防災グッズイラストを貼り付ける演習で学習者の積極的な参加と思考を促す
☆グッズを正しく選ぶことができるか。

	25m-45m
体験
	移動・体験

・起震車での安全行動訓練
学習まとめ

・学習した内容を家族と共有するよう指導し、

　普段から心がけるよう指導する
	●安全行動の必要性について正しく学習者に理解させる
○学習者が学習目標を再確認できるよう、まとめで整理して伝える。

☆全体評価は別紙振り返りシートで行う。


（参考）うさぎ一家のぼうさいグッズえらび
使用資機材：ホワイトボード　×　２台　、ホワイトボードマーカー　２～３色
※授業では下記をホワイトボード上で行うため、スペースは狭くなります。なるべく生徒(参観者)が積極的に参加できるよう工夫します。
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（1） 防災グッズのイラストをダンボールに貼り付けて箱に入れます。
（2） [image: image2.jpg]


学習者には、（１）のグッズが書かれたワークシートを配付します。

（3） 授業者はリストから必要だと思う防災グッズを学習者に選ばせます。
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（３）で選ばれたものを、ホワイトボードに貼り付けていきます。

（5） （３）の数量はホワイトボードのスペース等によって適宜制限します。
（6） （４）の結果を見て、授業者が公表します（これはこんな時に役立つ、こんな使い方もある、こんなものも必要かも、など）。
（7） 貼り付けたものはそのままにして、次のクラスは前のクラスが選んだグッズも参考にしならがら、（１）を繰り返します。

（8） ワークシートを授業後に配付し、持ち帰らせ、自宅で家族と話し合って書かせるとより効果的です。
